
消防用設備等に求められる事前対策

○ 平成２０年度から２２年度にかけ、「大規模地震に対応した消防用設備
等のあり方検討会」で検討を行い、平成２３年３月１１日に報告書を取りま
とめた。

【検討の目的】

消防用設備等は、建築物等における災害時の応急活動のため用いられるものであり、大
規模地震の際にも有効に機能することが求められるが、過去の地震において被害が散見
されるところである。このため、事業所の自衛消防力確保の一環として、大規模地震に対
応した消防用設備等のあり方に関する検討を行った。
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○ 求められる耐震性能

○ 建築物そのものが想定している耐震クラスを前提とす
る。

○ 中規模地震時（最大震度は震度５強から６弱の地震）
においてはそのシステムとしての主機能に損傷がなく、機
能維持されること

○ 大規模地震時（最大震度が震度６強以上の地震）に
おいては建築物からの脱落、転倒又は移動することなく、
早期の機能復旧が可能であること
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○ 具体的な耐震対策

【配管の取り付け・据え付け】

設置階に応じた耐震指示種類を決定した上で、配管重
量、支持間隔、支持方法等により耐震措置を講じる。

その際、自動消火設備については、耐震クラスＳ相当で
設計強度を求めることが適当

なお、「建築設備耐震設計・施行指針」では、５０Ａ以下
の配管、吊材長さが３０ｃｍ以下の配管については適用除
外としているが、報告書では、これらについても耐震措置
をすることが望ましいとしている。

【各機器の取り付け・据え付け】

自動消火設備については、耐震クラスＳ相当で設計強度
を求めることが適当
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○ スプリンクラーヘッドの耐震措置

○ 天井とスプリンクラーヘッドの有効な設計方法

① ヘッド及びスプリンクラー巻きだし管と天井下地を堅
固に固定

② 巻きだし管はフレキシブル管とし、天井に負荷がか
からないように、長さ・つり上げ方法を設定

③ ダクトや天井ブレースとのクリアランスを設けて干渉
を回避

過去の地震被害において、天井や壁、一部の建築設備
等の変形、損傷に伴って二次的に被害が起こっている事
例がある。

⇒ スプリンクラーヘッドの耐震性能を考えるにあたっては、
天井が損傷・落下しないよう耐震措置が確実に行われて
いることが重要
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○ 必要な措置について、目的に併せて選択することとなる。

タンク ポンプ
非常
電源

弁

○ポンプ、非常電源、消火剤槽等
構造体への固定措置

○主要配管・弁
構造体への固定措置、
分岐部・屈曲部へのフレキシブル配管の設置

○スプリンクラーヘッド
天井の耐震措置
ヘッドに繋がる管のフレキシブル化
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